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開会 午前９時 

 

（ 議 事 の 経 過 ） 

◎開会宣言 

 

○松本委員長  ただいまから平成２７年第１３回教育委員会会議を開会いたします。 

議事日程につきましては、お手元に配付のとおりであります。 

 

 

◎日程第１ 会議録署名委員の指名について 

 

○松本委員長 日程第１ 会議録署名委員の指名を行います。本日の会議録署名委員として、大山秀

之委員を指名いたします。 

○松本委員長 日程の第２に入ります前に、本日の議案第 1 号が、教育委員会会議規則第１６条第１

項第１号に該当いたしますので、非公開とさせていただきたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

（異議なし） 

○松本委員長 

 異議なしと認め、議案第１号は非公開ということでよろしくお願いいたします。 

 

 

◎日程第２ 教育長報告 

 

○松本委員長 日程の第２、教育長報告をお願いします。 

○吉田教育長 ２点について報告させていただきます。 

 まず、教職員の永年勤務者表彰についてでございます。 

 北海道公立学校職員永年勤務者表彰を受賞されました大曲中学校田中校長を初め１１名の教職

員に対して、８月７日に表彰状の伝達を行いました。今年度受賞された皆様は、３０年の長きに

わたり全道各地において教育に誠心誠意取り組まれてこられました。今後も、経験に裏打ちされ

た指導により若い教職員を導き、児童生徒の育成に引き続き力を発揮していただくことをお願い

したところであります。 

 次に、チャレンジジュニアスクールについてでありますが、８月１０日から１２日までの２泊

３日の日程で、新冠町日高判官館青年の家において実施をいたしました。この事業は、スポーツ

リーダーを育てることを目的としており、スポーツ少年団に所属する小学５年生４１名が参加し

たところであります。 

 子どもたちは３日間、乗馬やカヌー体験、野外炊飯などさまざまなプログラムを通して仲間の
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大切さやリーダーとは何かを学んだところであります。 

 以上です。 

 

 

◎日程第３ ○報告第１号 教育行政報告について 

 

○松本委員長 それでは、日程の第３、報告第１号教育行政報告について、説明をお願いいたします。 

○櫻井教育部次長 別紙資料１ということでお配りさせていただいております。 

 前回の教育委員会で１番と２番と５番、エコミュージアムと子ども朝活事業、カナダ・サスカ

ツーン市については一応ご審議いただいていまして、今回、追加で、お手元の資料の３番の姉妹

都市子ども大使交流事業と４番の北海道中学校体育大会について、その２件を追加でご審議いた

だくことになっていますので、その部分についてだけ、読み上げさせていただきます。 

 次に、姉妹都市子ども大使交流事業についてでありますが、本年も８月４日から８月７日の行

程で、東広島市との学校交流や、ここにお手元に入っていないと思うのですが、広島市原爆死没

者慰霊式並びに平和記念式への参列などを通して、平和を尊ぶ心を養い、学習成果の還流を図る

ことを目的として子ども大使の派遣をいたしました。 

 また、８月１９日から８月２１日には、東広島市子ども大使を迎えて、相互に交流などを行っ

たところであります。 

 なお、本年は戦後７０年子ども大使交流事業３０回目に当たることから、新たにひろしま子ど

も平和の集いに北海道の団体として初めて参加いたしました。ひろしま子ども平和の集いでは、

北広島市の歴史や各校での折り鶴集会などの恒久平和などについて、国内はもとより全世界へ広

く発信し、今回、折り鶴賞を受賞したところであります。 

 子どもたちが、ふるさとや平和について深く考える機会となったものと考えております。 

 次に、北海道中学校体育大会についてでありますが、本市より、バスケットボール、ソフトテ

ニス、陸上競技、体操、新体操、柔道、剣道、水泳の各種で全道大会に出場したところでありま

す。その中で、体操女子１部個人総合で札幌日大中学校３年のタキグチマイさんが、種目別のゆ

かで１位、跳馬で３位、平均台で３位に入賞し、総合３位の成績をおさめ、８月２０日から８月

２２日にかけて江別市で開催された全国大会に出場しました。全道全国大会に出場した選手の皆

さんは、自分の持てる力を最大限に発揮し、競技振興を通じて貴重な体験や交流を深めることが

出来たものと考えております。この２点が、今回、追加でご審議いただきます。 

○松本委員長 よろしいでしょうか。 

（異議なし） 

○松本委員長 それでは、特別なければ、報告第１号については了承することにさせていただき

ます。 
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○議案第１号 教職員の懲戒処分に関する内申について【非公開】 

 

【非公開案件の審議等の結果】 

    原案どおり可決した。（質疑等省略） 

 

 

○議案第２号 平成２８年度に使用する小学校用教科書図書の採択について 

 

○松本委員長 議案第２号についての説明をお願いいたします。 

○櫻井教育部次長 議案提案をする前に、教科用図書採択に当たって、採択の制度や事務的な流

れなどにつきまして、まずご説明させていただきたいと思います。 

 まず、資料４をご覧いただきたいと思います。 

 教科用図書の採択とは、学校で使用する教科書を採択することで、その権限は公立学校で使用

される教科用図書については、その学校を設置する市町村や都道府県の教育委員会にある。また、

採択の方法につきましては、義務教育である小中学校等の教科用図書については、義務教育諸学

校の教科用図書の無償措置に関する法律、いわゆる無償措置法によって定められております。 

 採択に当たっては、無償措置法の規定により、市町村の区域またはこれらの区域をあわせた地

域を採択地区として設定をし、その地区内の市町村教育委員会が協議して、種目ごとに同一の教

科用図書を採択することとなっております。 

 採択地区は、都道府県の教育委員会が自然的、経済的、文化的条件を考慮して決定することと

なっており、道内には２０の採択地区が設定をされています。本市は、札幌市を除く石狩管内７

市町村による第１採択地区となっており、そのための協議の場として第１地区教科用図書採択教

育委員会協議会を設置して教科用図書の設定を委任しております。 

 また、一般の方々に教科用図書についてのご意見をいただくため、６月１９日から７月５日ま

で、市図書館で図書の展示を行い、資料５のとおり２５件の意見がありました。協議会では、協

議会規約の規定により設置した調査研究委員会からの調査報告と市民の方々からの意見を参考に

しながら、種目ごとに１種の教科用図書を決定したところであります。 

 教科用図書は、先ほども言いましたが、７市町村の教育委員会が協議会の決定を受けて、それ

ぞれ採択を行うものでありまして、使用する年度の前年度の８月３１日までに行わなければなら

ないこととなっております。 

 なお、同一の教科用図書を採択する期間につきましては、通常４年と規定されており、その間、

特別な事情がない限りは毎年度同一のものを採択することとなっております。 

 採択の周期につきましては、資料６の表にありますように、現在、小学校で使用している教科

用図書につきましては、平成２６年度に採択をし、平成２７年度から平成３０年度までの４年間、

同一の教科用図書を採択することになっております。 

 また、中学校の教科用図書につきましては、平成２３年度に採択をし、平成２４年度から平成
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２７年度までの４年間は同一の教科用図書を使用しており、平成２８年度に使用する教科用図書

を本年度新たに採択することとなっております。 

 以上が、教科用図書の採択の制度や基本的な流れであります。 

 これを踏まえまして、議案第２号を提案したいと思います。 

 議案第２号平成２８年度に使用する小学校教科用図書の採択についてでありますが、現在使用

している小学校の教科用図書は平成２６年度に採択をし、平成２７年度から使用しておりますが、

４ページの別紙のとおり、平成２８年度につきましても同一の教科用図書を採択するため、教育

委員会の議決を求めるものであります。 

 平成２６年度に採択した教科用図書は、発行が行われなくなった場合など特別な事情がない限

りは４年間同一の教科用図書を使用することになっており、毎年度、採択をすることとなってい

るものであります。 

 以上が提案の内容であります。 

○松本委員長 議案第２号について、よろしいでしょうか。 

（異議なし） 

○松本委員長 それでは、小学校の教科用図書の採択については、原案どおり決定させていただ

きます。 

 

 

○議案第３号 平成２８年度に使用する中学校用教科用図書の採択について 

 

○松本委員長 議案第３号についての説明をお願いいたします。 

○櫻井教育部次長 議案第３号平成２８年度に使用する中学校用教科用図書の採択についてであ

りますが、現在使用している中学校の教科用図書は平成２３年度に採択をし、平成２４年度から

使用しており、今年度までの４年間は同一のものを使用することになっておりますが、平成２８

年度に教科用図書が変更となることから、義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律

第１３条及び第１４条の規定に基づき、平成２８年度より使用する中学校用教科用図書について、

６ページの別紙のとおり採択をしたいので教育委員会に議決を求めるものであります。 

 採択に当たりましては、第１地区教科用図書採択教育委員会協議会に教科用図書の決定を委任

しており、選定理由については資料３のとおりであります。 

 協議会では、学習指導要領の方式が内容との関係を基本としながら、それぞれの教科用図書の

取り扱われている内容や構成、配列、分量等が適正であるかなどについて、調査研究委員会の調

査研究報告と市民の方々のご意見を参考にしながら協議を重ね、第１地区内で使用する教科用図

書を決定したものであります。 

 以上が提案の内容であります。 

○松本委員長 皆さんのほうから。 

○吉田教育長 お手元の資料３をご覧いただきたいと思います。 
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 先ほど説明がありましたように、北広島市教育委員会から第１地区の協議会の委員として私が

派遣されましたので、採択の理由について説明をさせていただきます。その上で採択をしていた

だければと思います。 

 少しお時間をいただきたいと思います。 

 １ページ目をご覧いただきたいわけですが、ここにつきましては全教科とも変更はございませ

んでした。基本的には前回採択のものを継続という形になりました。その中でも、配列、内容、

使用上の便宜等、ページ数が増えたり、変わっておりますので、改めて採択理由について報告し

ますのでご承知おきください。 

 まず、国語ですが、光村図書というところで協議会では決定しました。特色としましては、教

科書の中に学習を通して身につける力のポイントを示した学習を振り返るなど、自分で主体的に

学んでいく構成がされている工夫があったということ。それから、１年生に関してはプレ単元と

いいまして、小学校との接続を意識したまとまりの単元があったこと。あわせて、各領域ごとに

学び方の手順をきちんと示してありまして、統一感、どの学年でも同じようなパターンで学ぶよ

うに、継続的・螺旋的に学んでいける配慮がされていたというところが大きな理由として挙げて

おります。 

 それから、書写につきましては教育出版となりますが、原寸大の教材があったり、毛筆の場面

では運筆といいまして穂先の動きが見えるように２色の薄墨を使って筆の動きがわかりやすい工

夫がされていて、使用上の便宜が勝っているだろうということ。そして、補充の教材集などがつ

いておりまして、子どもたちが発展的・主体的に学んでいくというような視点を理由として挙げ

ております。 

 続きまして、社会の地理的分野なのですが、これは東京書籍であります。ここは、北方領土や

竹島などの記載、自然災害や防災減災に関する取り組みが多く扱われておりまして、こういうこ

とについて学ぶ工夫がかなりされていると。あわせて、地理スキルアップという各コーナーがあ

りまして、発展的に学ぶ働きかけを教科書がしているということであります。 

 あわせて、北海道に目を移しますと、アイヌの人たちの文化、歴史等それらを継承する取り組

みを記載した部分が大変資料的に多くて、北海道の子どもたち、管内の子どもたちが意欲的に学

ぶきっかけになるだろうという視点であります。 

 それから、歴史的分野も東京書籍でありまして、ここも小学校で学んだ歴史を単元の前に一回

整理をして、歴史の流れを見通しながら中学校としての学習内容に入っていく、そういう系統的・

発展的な工夫、教材の配置、工夫がされていると。あわせて、同じように道内との関わりを見た

ときに、カムイユカラや蝦夷錦を着たアイヌの首長の図、それから屯田兵など北海道にゆかりの

ある題材が多くあるということで採択の理由としております。 

 公民的分野も東京書籍であります。社会科は３分野とも東京書籍で揃った形になります。 

 公民の分野では、とりわけ生徒が身近な題材を取り上げて議論したり、どの教科書もそれなり

に工夫はあるのですが、東京書籍の場合、公民にアクセスとか、深めよう、やってみようなどと

いう発展的な分野がかなりありまして、主体的に学ぶ工夫があると。そして、単元を初め公民的
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分野の重要語句を掲載して、イメージがわかったりして、見通しを持たせる工夫があるという評

価をしております。あわせて、道内の栗山町の例なども出ておりまして、自治体のあるいは議会

改革の様子が触れられていることも採択の理由の一つとなっております。 

 地図については帝国書院でありまして、これについては基本図というのと地域別詳細図という

のがございますが、とりわけ地域別詳細図において札幌を中心に石狩管内近郊の情報量が多いの

が帝国書院であると。それから、基本図で全国あるいは全世界図を見たときに、とりわけ全世界

図で日本の緯度と同等のところに同じ縮尺率で日本の地図を配置して、位置関係と面積の関係を

見れるというような使用上の便宜ということが大変優位性があると。あわせて、色合いに工夫を

されているということで帝国書院ということであります。 

 数学は教育出版社でありまして、ここは定着していない内容を振り返る、戻って確認というコ

ーナーが有効ではないかと。やはり常に自分で弱いところは戻っていくような教科書のつくりに

なっているということ。それから、ほかの教科書ではなかったのですが、各章の例題だとか問題

の中に観点別学習評価がついています。ここは知識です、ここは試行問題ですと、そのような観

点を示していまして、ただ覚えるだけではなくて、学び方とか教科を意識した工夫がされている

ということであります。 

 それから、各社ともあるのですけれども、小学校での学びがここまでで、中は小の学びとこう

いうふうにつながっていることがわかるような一覧表を作成してありまして、それはすごく系統

性を重んじる教科としては優位性があるのではないかということでありました。 

 理科につきましては東京書籍でありますが、ここにつきましては身近な実証ですとか現象から

どう学ぶかという学び方について、各題材資料を配置して工夫されているということ。それから、

躓きを意識した例題ということが各章にありまして、自学自習できるような工夫がされていまし

て、知識、技能の定着を図る上では有効なつくりになっているのではないかという評価をしたと

ころです。 

 それから、音楽は教育出版社で、一般のほうはとりわけ復興の願いが込められた楽曲がいいと

いう評価がありましたし、国歌「君が代」の掲示の仕方が見開きであったり、紙質なども考えた

り、説明写真が多くて工夫が大きいという評価であります。あわせて、ソーラン節など北海道で

身近な題材もちりばめられており、意欲的に学べる工夫がされています。 

 あわせて、器楽、合奏についてでありますが、これも教育出版社でありました。２社あったの

ですけれども、教育出版社のほうは横笛など日本的な楽器の取り扱いを多く取り入れていて、多

様なジャンルもありますけれども、そういった和楽器を意識したつくりになっています。 

 それと、一般図書との関連も含めて、日本的な伝統の音楽が多く取り入れられているのと連結

した形で合奏曲が構成されているという評価をさせていただいております。 

 それから、美術は日本文芸出版、日文と言われていますが、ここも原寸大の絵画だとか日本画

を原寸大で示したり、和紙で質感をあらわしたりというような、子どもたちがイメージしやすい

ような工夫があったということであります。それから、１年と２、３年とで分冊にしています。

それぞれの学年ごとで見通しをもって学べるように、他者は合本なのですけれども、ここは分冊
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化して使っているところが使い勝手がいいだろうということであります。 

 保健体育については東京書籍でありまして、健康診断の事例や薬物乱用防止の事例、健康な生

活、疾病の予防などの今日的課題が豊富に取り扱われているという評価であります。知識だけで

はなくて、話し合い活動も誘導するような工夫がされていて、使い勝手がいいだろうということ

であります。 

 技術・家庭で、技術科は東京書籍であります。ここは４つの領域があるのですが、各領域で基

礎的なものを学んだ後に実習、製作活動を配置するという手順で、大変取っつきやすい、それか

ら継続的に学びやすいつくりになっていたと。あと、安全管理上の特色があったということであ

ります。 

 家庭科につきましても東京書籍でありまして、ここは北海道の料理など、幾つか郷土料理を取

り上げたり、北海道をイメージした工夫がされているということと、基礎的な、あるいは基本的

な知識及び技能を基礎技能としてまとめて資料化して提示しておりまして、学校で学んだことプ

ラス自分で発展的に主体的に学んでみようという意欲化を図る工夫があったということでありま

す。 

 英語になりますが、教育出版社であります。ここは、英語の歌だとか表現のシートなどがはっ

きりしていまして、目標、自己評価など意欲的に学べる教材の配列がある。あわせて、巻末に付

録がありまして、振り返り用で構文だとか穴埋めで単語を覚えるだとか、基礎的な学習を振り返

る資料的なものが別冊としてあって、これは有効ではないかと評価されたものです。 

 以上、各教科ということで、特色だけお話しさせていただいて、報告に代えたいと思います。 

○櫻井学校教育課長 先ほどの資料５ということで、教科書展示会についての紙をお配りしてい

るかと思います。教科書展示会につきましては、６月１９日から７月３日まで、図書館の開館日

によって実質１４日間展示するということでありました。その間、多くの方に見ていただくので

すが、ご意見箱といいますか、意見を入れる紙と箱を用意しまして、その中に入っていたのが先

ほど冒頭申し上げたとおり２５件の意見が入っております。この資料５につきましては、それを

全文のまま、本当にそのままパソコンで打って搭載しております。この１枠がお一人の意見。当

然、１人の方で複数の箇所についてご意見を入れている方もいらっしゃいますけれども、この一

つの枠が１件ということで、これを合わせると２５件ということになります。２５件のうち２１

件につきましては、話題となっております公民、歴史、それらの社会科系の教科書についてのご

意見が２５件のうちの２１件。理科について２件、技術１件、英語１件というのが内訳になって

おります。社会科、歴史、公民についてはいろいろほかのご意見も含めましていろいろ書いてご

ざいますけれども、例えば理科についてと、英語あたりは、中学校の教諭をしていますと名乗っ

ていらっしゃる方もいますけれども、現場の先生がいかにも入れているといったご意見も中にご

ざいます。こういったご意見も参考にしていただいて、本日採択いただくという流れになってい

るということで、よろしくお願いします。 

○松本委員長 皆さんのほうから。よろしいですか。 

（異議なし） 
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○松本委員長 それでは、議案第３号、来年度から使用する中学校用の教科用図書の採択につき

ましては、原案どおりということで採択をさせていただきたいと思います。 

 

 

○議案第４号平成２８年度より小中学校の特別支援学級で使用する教科用図書の採択について 

 

○松本委員長 議案第４号についての説明をお願いいたします。 

○櫻井教育部次長 議案第４号平成２８年度より小中学校の特別支援学級で使用する教科用図書

の採択についてでありますが、北広島市立小学校及び中学校用の教科用図書として採択をした文

部科学省が選定する教科書の下学年用及び文部科学省著作教科書並びに北海道教育委員会で活用

してきた平成２８年度使用小中学部を置く特別支援学校及び小中学校特別支援学級教科用図書採

択参考資料に搭載されている３１３点の一般図書について、平成２８年度に小中学校の特別支援

学級で使用する教科用図書として採択をしたいので、教育委員会の議決を求めるものであります。 

 特別支援学級に在籍をしている児童生徒は、障がいの種類や程度がさまざまでありますことか

ら、学校教育法附則第９条の規定により、特別の教育課程を編成し、教科により当該学年用の文

部科学省検定済み教科書を使用することが適当でない場合には、文部科学省検定済み教科書の下

学年用及び文部科学省著作教科書並びに一般図書を使用することができることとなっております。 

 一般図書につきましては、個々の児童生徒に合わせて選択ができるように、北海道教育委員会

が毎年策定します小中学校に特別支援学校及び小中学校特別支援学級教科用図書採択参考書に搭

載されている図書を毎年採択しております。 

 資料７にありますように、協議会には平成２８年度に使用する一般図書として、北海道教育委

員会から新たに教科別に追加となった１２冊について調査を行った結果、北海道教育委員会が策

定しました平成２８年度小中学部を置く特別支援学校及び小中学校特別支援学級教科用図書採択

参考資料に搭載されている３１３点を一般図書とすることについて決定をしたところであります。 

 以上が提案の内容であります。 

○吉田教育長 先ほどの採択部分の９ページです。ご覧いただきたいのですが、今、お話しされ

ましたように、今年は１２教材を新たに追加しました。例えば、５番目あたりにあります音の出

る知育絵本など、一般図書ではあるのですが、発達の程度に応じて教科書が使えない場合は一般

図書で充てる。そのときに、例えば時計を読めるときに音が出るとか、時間が合うと正解の反応

が出るとか、そういうような工夫のある教材が１２個ありましたと。障がいの程度、種類などに

応じて、使える範囲を広げる意味で１２を追加したいということでございます。 

 総数は３１３から選べる状態ができるだろうということで、採択をお願いしたいと思います。 

 以上です。 

○松本委員長 よろしいですか。 

（異義なし） 

○松本委員長 それでは、議案第４号を原案どおりということで、採択を決定いたしいと思いま
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す。 

 

 

◎日程第４ その他 

 

○松本委員長 日程の第４になります。日程第４、その他をお願いします。 

○櫻井教育部次長 日程第４に移ります前に、今、採択をいただきました議案、教科用図書の関

係について、私から簡潔にご説明をします。 

 ただいま平成２８年度に使用する教科用図書につきまして、本市教育委員会で採択がされまし

たが、無償措置法の規定により８月３１日までに、共同採択地区である他の６市町村の教育委員

会で同様の採択が行われることになっております。７市町村全ての教育委員会が採択決定されて、

初めて平成２８年度に使用する教科用図書が最終的に決定する運びとなっております。 

 教科用図書やその採択につきましては国民の関心が高く、また、開かれた選択が一層求められ

ておりますことから、本市の情報公開条例に基づいた範囲で採択教科書一覧、協議会委員、協議

会規約、会議録、調査研究報告書について、９月１日以降、教育委員会の窓口及び市のホームペ

ージでその内容を公開したいと考えておりますので、ご了承いただきたいと思います。 

 以上です。 

○松本委員長 ただいまの説明、よろしいでしょうか。 

○櫻井教育部次長 日程第４、その他ということで、次回の第１４回の教育委員会の日程につい

て、９月９日水曜日の３時からこちらの会議室で開催させていただきたいと思います。 

 予定議案につきましては、スポーツ賞等の授賞式の選考、文化賞もあわせて予定しております。 

 議案の終わった後には、今日これから参加をいたします北海道都市教育委員会連絡協議会定期

総会の報告を松本委員長のほうよりお願いしたいと思い考えております。 

 まず１点目、９月９日ということでよろしいでしょうか。 

（異議なし） 

○松本委員長 では、その他の予定ということで。 

○櫻井教育部次長 北広島西高校の視察の関係でありますが、学びを通し、キャリア教育等の特

色ある教育活動について説明を受けて、授業参観をしたいということなのですけれども、予定で

は教育委員会会議を９時からやりまして、その後、西高校のほうに視察に行きたいということで

考えています。よろしいでしょうか。 

 また、９月９日、１４回の日程は決定しているのですが、その後、２５日か２８日ごろに文科

省と当市の決定を、後ほど協議会の開催をし、その後、また１０月１日ということで、今後この

時期は１カ月の間に３回ほどさせていただく形になるかと思います。よろしくお願いいたします。 

○松本委員長 その他の日程、よろしいでしょうか。 

○櫻井教育部次長 その他の日程として、１０月２１日水曜日、新篠津で行われます石狩管内教

育委員会研修会を１時半から参加をしていただければと思っています。研修内容は、北海道新篠
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津高等養護学校の視察等が入っております。研修会終了後、５時から懇談会を予定しております。

また、詳細についてはご連絡をします。 

○松本委員長 今後の予定、よろしいでしょうか。 

○櫻井教育部次長 この後、これから参加をします連絡協議会定期総会の分散会のテーマであり

ます教員の勤務負担軽減についての勉強会を開催させていただきたいと思います。 

○松本委員長 他になければ、日程第４、終了してもよろしいでしょうか。 

  

 

◎閉会宣言 

 

○松本委員長 それでは予定された議案すべて終了いたしましたので、以上をもちまして第 13 回の教

育委員会会議を終了させていただきたいと思います。ありがとうございました。 

午前９時５０分 閉会 

 

 

以上、会議を記録し、正確を期するためにここに署名する。 

 

委 員 長  

 

署 名 委 員  

 


